
毎空虚里槽鎚 園 芸 ５ 野菜 栽培

新技術・情報名 トマト「ハウス桃太郎」の促成栽培
における仕立て法

分類 ①

１．，成果の内容

1）技術、情報の内容及び特徴

トマト「ハウス桃太郎」の促成栽培における仕立て法は、主枝９段直

立誘引か主枝７段＋6段直上分枝で２段収穫する方法が、正常果が多く、

果実の揃いが良くなる。。

（１）仕立て法は、主枝で７段、分枝で２段収穫する場合、４段果房や５段果

房の直上分枝を仕立てると、主枝の５段から７段果房と分枝果房の開花

期や果実肥大が競合するので、分枝は６段果房の直上分枝を仕立てる。

（２）正常果数は、直立誘引法が多くなるが、果房数で９段収穫する場合、

上段果房が小玉になる。収量は、主枝７段と６段直上分枝で２段収穫する

方法が平均果重が重く増．加する．斜め誘引や主枝と分枝が競合する仕

立て法は、誘引に多くの労働を要し、また、葉が込み合って病害虫の

発生が多くなる。

（３）果実の大きさは、草勢に大きく影響する１段、２段及び3段果房の着果

数を合計９果に制限すると安定して大きくなる。定植後の草勢が強い

場合は、１段果房を３果"や４果にして２段果房をそれぞれ３果、２果にする。

草勢がやや弱い場合は、１段果房を３果に、２段果房は、２果になるよう

摘果する。

２)技術・情報の適応効果

草勢に適合した仕立て法により、良品生産が可能になる。

３）適用範囲

県下全域

４)成果の利活用・普及指導上の留意点

長期に収穫する場合は、定植前に深耕して根群の拡大を図り草勢を

維持する。主枝と分枝で収穫する場合は、葉が込み合わないように誘

引や摘葉を行い病害虫の発生を予防する。
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は、８段花房に、分枝の第２段開花日は9段花房に記入した。
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